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2024 年 1 月 9 日 

日本循環器学会 IT/Database 部会 

 

臨床効果データベース事業について 

 

１． 臨床効果データベース事業の目的 

臨床効果データベース事業は、虚血性心疾患及び心不全領域における電子カル

テデータ（検査データ、インターベンション治療、処方）およびイベント（アウ

トカム）データを含む精細な臨床情報データベースシステム構築を目的として、

H26 年、厚生労働省・臨床効果データベース整備事業に採択され（代表：永井

良三）、自治医科大学を拠点とした多施設および日本循環器学会による研究実施

体制が構築された（図 1）。日本循環器学会では IT/Database 委員会が本事業を

担当し、2015（H27）年度から継続事業とされた。 

 

２． 臨床効果データベース事業の意義 

臨床効果データベース事業は、日本循環器学会の脳卒中と循環器病克服第二次 5

ヵ年計画における 5 戦略の一つである「登録事業の促進」における疾患登録事

業の一つとして位置付けられており、診療録にある循環器検査等のデジタルデ

ータを活用する点では他の登録事業にはない特徴を有していることから、学会

活動としての継続の意義は非常に高い。また、デジタルデータ活用のための

SEAMAT 標準規格（別添資料）を公開し関連企業へ採用の働きかけを行ってお

り、これらの点においても学会活動としての継続の意義は高い。 

 

３． 臨床効果データベース事業の現況 

2024 年 1 月の時点で参加 10 施設（主施設：自治医科大学、自治医科大学さい

たま医療センター、参加施設：東京大学、東北大学、九州大学、熊本大学、国立

循環器病研究センター、大阪大学、愛媛大学、国立国際医療研究センター、図 2）

において、SS-MIX2 規格と SEAMAT 規格を活用した多モダリティ診療情報お

よびアウトカム情報を収集する臨床情報プラットフォーム（CLIDAS と呼称）

を構築し（図 3）、冠動脈インターベンション治療（PCI）を受けた冠動脈疾患患

者の登録研究を行っている。臨床効果データベース事業としての成果には電子

カルテデータの活用のノウハウも含まれ、2024 年度の計画では、日本循環器学

会教育施設から参加施設を追加し、電子カルテデータ収集システムの普及を進

める予定である。 
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図 1. H26 年厚労科研・臨床効果データベース整備事業の研究体制 
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図 2. 臨床効果データベース事業/CLIDAS 研究実施体制（2024 年 1 月） 

 

 

図 3. 臨床効果データベース事業における臨床情報プラットフォーム（CLIDAS）システム概要 

 

 

 

  

臨床効果データベース/CLIDAS研究実施体制
（ 2024年1⽉）

2015年 臨床効果データベース事業
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⼈⼯知能実装研究事業 
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臨床効果データベースにおける
臨床情報プラットフォーム
研究活動︓
• ⽇本循環器学会・臨床効果データベース事業と連
携した、リアルワールドデータベース構築のためのデー
タ収集システムの構築

• 診療部⾨システム（ 放射線、⽣理検査） データ形
式の標準化による「臨床情報プラットフォーム」を10
施設で整備

• 医学知識発⾒による医学会への貢献
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別添資料：SEAMAT 

１）SEAMAT 開発の経緯 

電子カルテにおける循環器関連検査データの利活用促進のため、標準データ形式

（Standard Export datA format, SEAMAT）の策定が 2014（H26）年 IT/Database 委員

会で提案、決定され、2015 年日本循環器学会理事会で承認された。IT/Database 委員

会・循環器領域検査データ標準化小委員会（中山雅晴委員）が IHE-J 循環器委員会およ

び他学会／団体と協力し、SEAMAT Version 1.0 および電子カルテ SS-MIX2 ストレー

ジへの格納に関する仕様を策定した。2016 年以降、日本循環器学会ホームページに掲

載し公開している（図）。http://www.j-circ.or.jp/itdata/jcs_standard.htm 

 

 

 

2015 年 11 月 Version 1.0 

2017 年 3 月 Version 1.1 

 

２）SEAMAT 規格策定に参加した学会、団体 

日本循環器学会 

IHE (Integrating the Healthcare Enterprise)-J 循環器 

日本心不全学会 

日本不整脈心電学会 

日本心血管インターベンション治療学会（CVIT） 

日本心エコー図学会 

⽇本循環器学会データ出⼒標準フォーマットの策定
SEAM AT:  Standard Export datA format

⽇本循環器学会ホームページ

www.j-circ.or.jp/itdata/jcs_standard.htm

JCSデータ出⼒標準フォーマットガイドライン
SEAM AT:  Standard Export datA forMAT

我が国において疫学的研究を⾏う場合、多種多様な形式のデータを研究者の多⼤な努⼒に
よって収集してきました。各メーカにおいては、計測値等データ出⼒できる機能があっても形式は多

様であるため、まず研究者は各々のデータ形式を“標準化”する必要がありました。しかしその作業
は複雑で簡単ではありません。⼀⽅、フォーカスしたデータについて、その形式を標準化し疫学的研
究⽤途に利⽤している他団体もあります。

本学会においても、医療情報標準化活動の中で疫学的研究を⾏うためのデータ形式標準化の
具現化について参画メーカの賛同も得て作業を⾏ってきました。

本ガイドラインは、疫学的研究⽬的だけでなく、データの施設間連携、マルチベンダー間情報連携
や災害時バックアップ⽤途も鑑み、各種医療情報標準規約をベースとしています。本ガイドラインに
もとづくデータを利⽤することで、疫学的研究が活性化され、循環器疾患レジストリーシステム構築

へも寄与することを期待します。

⼀般社団法⼈⽇本循環器学会 I T/Database委員会
○資料
☆ガイドライン技術⽂書

→技術⽂書はこちら
☆数値データのマスタ表

→⼼電図
→⼼臓超⾳波
→⼼臓カテーテル

→⼼臓核医学
○関連サイト

→JAHI S各種標準規約はこちら
→⽇本医療情報学会SS-MI X2仕様書はこちら

臨床効果データベースの基盤
循環器領域検査の標準データ項⽬とSS-MI X2
拡張ストレージ格納形式を定義
• I HE-Japan標準化
• 情報公開し、メーカー、ベンダーへの採⽤を促進
• 2023年 冠動脈CTの標準化に着⼿

Nakayama M, Takehana K, Kohro T, 
Matoba T, Tsutsui H, Nagai R. Circ 

Reports. 2020;2:587–616. 

2015年公開
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日本心臓核医学会 

日本心臓リハビリテーション学会 

日本医療情報学会 

 

３）SEAMAT 規格採用企業 

SEAMAT 規格 採用企業 

心電図 日本光電

（https://www.nihonkohden.co.jp/iryo/products/examroomsys/syste

m_commons/seamat.html） 

フクダ電子(https://www.fukuda.co.jp/medical/products/seamat.html) 

心臓超音波 日本光電 

フクダ電子 

キヤノンメディカル 

心臓カテー

テル 

キヤノンメディカル 

グッドマン 

フォトロンメディカルイメージング 

心臓核医学 情報なし 

 

４）SEAMAT 規格対応製品を導入した医療機関 

国立循環器病センター、東京大学、九州大学、自治医科大学、関西医科大学、熊本大学、

香川大学、東北大学 

 

５）SEAMAT データを活用した公的研究 

⚫ ImPACT「社会リスクを低減する超ビッグデータプラットフォーム・ヘルスセキュ

リティプロジェクト」(H27〜H30、PL：自治医科大学・永井良三) 

⚫ 臨床研究等 ICT 基盤構築･人工知能実装研究事業「電子カルテ情報をセマンティク

ス（意味・内容）の標準化により分析可能なデータに変換するための研究」(H28〜

H30、代表：国立研究開発法人国立循環器病研究センター・宮本恵宏) 

⚫ 臨床中核拠点病院ネットワーク事業「電子カルテデータから臨床研究のためのデー

タベース構築・人材育成・データ解析」(H29〜R1) 

⚫ 厚生労働科学研究費補助金循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業「リ

アルワールド電子カルテ情報を用いた循環器病の再発・重症化・合併症のリスク因

子の分析と介入の費用対効果」（R4〜R5、自治医科大学・永井良三） 

⚫ 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第３期「統合型ヘルスケアシステム

の構築」（R5〜、九州大学・的場哲哉） 

https://www.nihonkohden.co.jp/iryo/products/examroomsys/system_commons/seamat.html
https://www.nihonkohden.co.jp/iryo/products/examroomsys/system_commons/seamat.html
https://www.fukuda.co.jp/medical/products/seamat.html

